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人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
5,042
3,439
0

5,076
3,172
8,248 4,130

1,586
2,544 5,098

3,172
8,270

正確な検針により、適正な水道料金を請求する。

正確な検針により、適正な水道料金を請求する。

水道料金の計算のため、偶数月に適切な水道メーターの検針を行い、使用水量及び料金を把握するととも
に、使用者に通知する。

事業の目的

検針業務は、管工事組合に委託しており、ハンディ端末機により使用水量及び料金を算定し、使用者に通知
するとともに、メーター故障、 宅内漏水等による水量の異常を早期発見でき、対応が図れる。

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

水道課

公営企業法３３条２
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

隅田 英久
所管課情報 担当課： 711

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 検針業務検針委託者

飴矢 百合

評価対象外事業
(水道)水道メーター検針委託事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
住環境の整備と生活安全の確保〜はつらつ住みよいまちづくり〜
生活環境の整備

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

8
70100

25年度実績9月末の実績25年度予定
事業活動の実績（活動指標）

24年度実績単位項目
検針委託総件数
誤検針数

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

70068
8件

件 70803
7

35324
4

25,2505,0505,0505,0505,0505,050
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

-
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-
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-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
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成果指標
誤検針と判明した件数÷検針委託総件数＝誤検針率

000.010.01

ハンディ端末機による検針業務を迅速に実施することで、業務の効率化や水道使用者に対し、正確かつ
的確に使用水量・料金の通知が行われている。また、今年度は検針員に対し「水道メーター検針業務研
修会」を開催した。今以上に綿密な検針業務を行うためには、より一層、検針員に「検針時における注意
事項」の周知徹底を図る必要がある。

自己評価
3目的の妥当性

市民ニーズへの対応 3

成果指標

指標設定の
考え方

適正な水道料金を算定するため、正確な検針業務に努める。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度
0000

受益者負担の適正 3

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

C

C

C
手段の最適性 3

コスト効率 3

成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

市の関与の妥当性 3
事業の効果 3

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 3

C市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 3

有効性
事業の効果 3

C成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 3

課題認識

ハンディターミナルの導入により、適切でかつ正確な検針が実施されており、また検針業務を委託したこと
で事務の効率化や給水装置の異常発見などその効果は顕著に現れている。しかし、検針誤りや検針マ
ナーについて、使用者からの苦情も現実として発生していることから、検針員に対し定期的な「研修会」を
開催し指導や意見交換を行い、今以上の信頼を得る検針業務を実施する必要がある。

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

コスト効率 3
受益者負担の適正 3

C

二次評価
二次評価

（所属部長）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

現状のまま継続する。


